2025年度　事業報告書
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	2025年度事業計画の達成状況を含めて、実施した事業の概要について具体的に記載して下さい。

	1． 『愛知大学国際問題研究』（紀要）の発行
(計　　画）　「紀要」を年2回発行して、所員、研究員等の研究成果を発表する。
(達成状況)

号
内　　容（総頁数）
発行日
部数

印刷会社

166号
論説3、研究ノート3、書評1、翻訳1、
（総209頁）
2025.11.14
150部

㈱あるむ
167号

特集8、論説2、研究ノート1、記録1，
書評1，翻訳1、（総315頁）
2026.3.31
150部

㈱あるむ
２．学術シンポジウムの主催と共催
（計　　画）：本研究所において実施されたプロジェクトの研究を継続・発展させるため、
また、海外の研究者との交流を深めるため、学術シンポジウムを開催する。
2025年度は2つのシンポジウムの主催または共催を予定する。
（達成状況）： 
1 2025年度グローバルシンポジウム開催
大学として学長名で参画している国連アカデミックインパクト（UNAI、対応窓口は国研）を念頭に置いた国連に関しての国際シンポジウムを開催。国研関係者に加えて国内外の有識者を招いての実施。
テーマ ：「大学と国連SDGｓ－海外協定校との連携を視野に入れて－」
日　時：2025年10月1日（水）
会　場：愛知大学名古屋キャンパス　本館20階会議室
講　師：韓国・中央大学校（1995年に交流協定締結）副教授　林慶花

タイ・ナレースワン大学（1999年に交流協定締結）　講師（学科長）　シリヌッ
ト・クーチャールーンパイブーン
中国・雲南大学（2002年に交流協定締結）教授　羅 椿詠

台湾・東呉大学（2003年に交流協定締結）教授　羅 濟立
開催形式：対面とオンラインのハイブリット形式
参加人数：対面111名　オンライン21名
2 ５大学共同学術シンポジュウム
中国の厦門大学、台湾の東呉大学、金門大学、韓国の中央大学校との５機関研究交流の成果を公表するための学術シンポジウム（通算８回目）を共催。2025年度の主催校（幹事校）は東呉大学、国研は共催者として参加。　
　　　　
テーマ：「傳統與現代：文史、社會與科技的跨域對話」
日　時：2026年3月20日（金）
会　場：台湾：東呉大学
基調講演：Prof. Jennifer Rudolph (美國伍斯特理工學院教授)
What the Machines Don’t Know: The Liberal Arts and the Future of 
Technological Judgment
分科会：第一場 社會責任與制度交錯：永續發展的新視野（国研関係者1名が発表）
第二場 政治、政策與政經格局：跨域比較視角（国研関係者2名が発表）
第三場 歷史記憶、文化傳承與當代治理的對話（国研関係者1名が発表）
開催形式：対面
参加人数：30名　
３．講演会・研究会の実施
（計　　画）：所員・客員研究員等の研究成果の発表を拡充する場として研究会を実施
（達成状況）： 「別紙１」のとおり、研究会、講演会等を計5件実施
1 国研研究プロジェクト「中華世界の機能的諸相」映画鑑賞会・ワークショップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究代表者：加治宏基）
（１）ドキュメンター映画「由島至島」鑑賞会
テーマ：「華人社会と日本のつながり：歴史の実相を知る」
日　時：2025年7月2日（水）
会　場：愛知大学名古屋キャンパス　講義棟3階L306教室
開催形式：対面
参加人数：42名
（2） ドキュメンター映画「由島至島」ワークショップ
テーマ：「華人社会と日本のつながり：いま、そして未来を思考する」
日　時：2025年7月8日（火）
会　場：愛知大学名古屋キャンパス　本館20階会議室
講　師：廖克發（映画監督）　藍適斎（台湾国立政治大学歴史学系副教授）
開催形式：対面
参加人数：16名
2 公開講演会
テーマ：「〈中国知〉とこれからの国際開発」
日　時：2025年12月3日（水）
会　場：愛知大学名古屋キャンパス　本館20階会議室
講　師：汪牧耘（東京大学東アジア藝文書院特任助教、都留文科大学非常勤講師、
国際基督教大学非常勤講師）
開催形式：対面
参加人数：90名
3 公開研究会「第93回愛知県世界史教育研究会」
日　時：2025年12月13日（土）
会　場：愛知大学名古屋キャンパス　講義棟3階L305教室
演　　題：「歴史総合の中の明治維新－「近代革命」の比較可能性－」

講　師：三谷博 （東洋文庫研究員・東京大学名誉教授）
その他の個人発表：計4本

ｺﾒﾝﾃｰﾀ―：河西　秀哉（名古屋大学人文学研究科准教授）
開催形式：対面とオンラインのハイブリット形式
参加人数：対面27名　オンライン35名
4 公開研究会「第94回愛知県世界史教育研究会」
テーマ：「歴史教育の有用性をめぐる方法と内容
　　　　　　　－現代につなぐ歴史授業デザイン/ジェンダーから見える世界史－」
日　時：2026年3月28日（土）
会　場：愛知大学名古屋キャンパス　講義棟3階L305教室
演   題1：「歴史教育における市民性育成ー「現代につなぐ歴史授業デザイン」
は教育方法論？ー」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　師：星　瑞希　（北海道教育大学准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演  題２：「戦争とジェンダー」                                              講　師：林田　敏子 （奈良女子大学教授）
　　　　その他の個人発表：計6本

開催形式：対面とオンラインのハイブリット形式
参加人数：対面50名　オンライン100名
４．研究図書、雑誌（新聞）等の購入
（計　　画）：本研究所規程第2条の目的を達成するため、国際関係および海外諸事情の
調査研究に必要な図書、資料等を購入
（達成状況）：2022年1月に策定した収書の方針に基づいて、以下の通り購入した。
〇図書
購入図書：和書1冊　中国書11冊　洋書34冊　会費32冊　　計78冊
　　　　　　　　　　 消耗資料：和書0冊　中国書0冊　洋書0冊　計0冊
　〈参考〉その他寄贈資料：（図書）和書6冊　中国書　10冊　洋書1冊　　計17冊
視聴覚資料（映画）：１点　＊国研研究プロジェクト予算にて購入
〇雑誌・新聞
　　購読雑誌：和雑誌1誌　中国雑誌15誌　洋雑誌11誌
　　〈参考〉寄贈雑誌：和雑誌12誌　洋雑誌：2誌
　購読新聞：中国新聞5紙
〈参考〉寄贈新聞（中国）1紙
５．共同研究プロジェクト
（計　　画）：2～3年で行う研究プロジェクトを実施。なお、プロジェクト研究の成果については規程に沿った取りまとめにとどまらず、可能な限り発信力の高いとりまとめの形態（市販　図書などとして）を追求する。（継続１件、新規1件）。
（達成状況）：2025年度の共同研究プロジェクトは次の2件であり、それぞれの達成状況は別紙２の報告概要の通りである。
研究代表者
研究課題
共同研究者
研究
期間
予算（千円）
2024
2025
2026

計
佐藤元彦

貧困削減戦略としてのOVOP（一村一品）の国際通用性に関する研究

暁　敏（客員）

2年目/3年

500

850

450

1,800

研究代表者
研究課題
共同研究者
研究
期間
予算（千円）
2025
2026
2027
計
加治宏基
中華世界の機能的諸相―ポストコロナ時代の研究方法論の実践
黄英哲（所員）

唐燕霞（所員）

村上享二（客員）

五十嵐隆幸（客員）
1年目/2年

820
900
1,720
なお、上記のプロジェクトに関連して本学が開催にかかわった２０２５年度の研究会等は以下の
通りである。（３．からの再掲）
国研研究プロジェクト「中華世界の機能的諸相」映画鑑賞会・ワークショップ
（研究代表者：加治宏基）
（１）ドキュメンター映画「由島至島」鑑賞会
テーマ：「華人社会と日本のつながり：歴史の実相を知る」
日　時：2025年7月2日（水）
会　場：愛知大学名古屋キャンパス　講義棟3階L306教室
開催形式：対面
参加人数：42名
（2） ドキュメンター映画「由島至島」ワークショップ
テーマ：「華人社会と日本のつながり：いま、そして未来を思考する」
日　時：2025年7月8日（火）
会　場：愛知大学名古屋キャンパス　本館20階会議室
講　師：廖克發（映画監督）　藍適斎（台湾国立政治大学歴史学系副教授）
開催形式：対面
参加人数：16名
６．叢書出版
（計　　画）： 1989年よりシリーズで刊行してきた国研叢書は、所員等の研究成果を発表する重要な書籍として好評を博してきた。特に若手研究者の育成には多大な貢献をはたしてきたが、2021年度からは第5期のシリーズを開始し、2025年度中にはその第5冊（通算29冊目）を出版して国研としての研究力の向上に継続して努める。
（達成状況）：2024年度中に出版する予定であった第4冊の出版が2025年度にずれ込んだこと等により、第5冊の出版には至らなかった。
　第5期のシリーズ第4冊（通算28冊目）を出版
タイトル
著者

発行予定日

部数

出版社

『世渡りの杖―一名経済便蒙』巻之一、二　翻字と解題
朱鳳

塩山正純
2025.9末

出版部数400部

㈱あるむ
７．部局間協定に伴う研究者の受け入れ
（計　　画）：厦門大学両岸関係和平発展協同創新中心との間に締結された部局間協定に基づき、当該機関在籍の若手研究者を受け入れ、研究活動の交流をはかる。受け入れに関し、部局間協定に基づいた覚書を交わし、短期（約1か月間）での受け入れ、研究の支援を行う。2025年度は、若手研究者計16名の受け入れを見込んでいる。
（達成状況）：部局間協定（2018年9月締結）に伴う研究者の受け入れ、2025年度は、以下の研究員17名の受入れを行った。なお、1名（以下の14番）については、大学院の非常勤講師として来学したケースだが、本学滞在期間中は、他の16名と同様に客員研究員としても委嘱した。
　　
研究員氏名

受入期間

研究課題
1

鍾志成

廈門大學臺灣研究院両岸関係和平發展恊同創新中心兩岸關係和平發展協同創新中心助理

(自) 2025/4/1
日本の国家安全戦略における台湾政策と日米同盟の関連性の研究
(至) 2025/4/30
2

陸斯琪
廈門大學臺灣研究院經濟所博士生
(自) 2025/4/1
區域經濟整合與日臺經貿關係的動態演變：以RCEP為視角
(至) 2025/4/30
3

陳浩宇
廈門大學臺灣研究院両岸関係和平發展恊同創新中心兩岸關係和平發展協同創新中心助理
(自) 2025/4/1
台资企业技术创 新与产业升级对于台日产业链韧性影响分析
(至) 2025/4/30
4

赵倩
厦門大学両岸関係和平発展協同創新中心修士課程生
(自) 2025/5/1
日本政府の一つの中国政策と台湾に対する実践に関する研究
(至) 2025/5/25
5

石佳禾

廈門大學臺灣研究院両岸関係和平發展恊同創新中心兩岸關係和平發展協同創新中心助理

(自) 2025/5/1
特朗普新时期的日美涉台政策的共识与分歧探析
(至) 2025/5/31
6

李文玥
廈門大學臺灣研究院両岸関係和平發展恊同創新中心兩岸關係和平發展協同創新中心助理

(自) 2025/5/1
民进党当局塑造台日友好关系的策略研究
(至) 2025/5/30
7

郭宇歆

廈門大學臺灣研究院両岸関系和平發展恊同創新中心博士研究生

(自) 2025/5/1
赖清德执政以来的日台关系分析
(至) 2025/5/30
8

柯鸿榉
廈門大學臺灣研究院法律所博士研究生

(自) 2025/6/1
「1972年體製」下臺灣地區與日本簽訂的協議研究（「1972年体制」における台湾地域と日本との協定研究）
(至) 2025/6/30

9

霍俊先

厦門大学台湾研究院両岸関係和平発展協同創新中心　助理
(自) 2025/6/1
アジア太平洋地域の貿易協定における日本のデータ越境移動規制と中国からの借用
(至) 2025/6/30
10

王琪穎
廈門大學  臺灣研究院  両岸関係和平發展恊同創新中心助理教授
(自) 2025/6/15
近代日本輿論中的臺灣觀（近代日本世論における台湾観）
(至) 2025/7/14
11

佘倩婷

廈門大學臺灣研究院両岸関係和平發展恊同創新中心兩岸關係和平發展協同創新中心助理

(自) 2025/7/1
中日养老产业发展趋势比较研究
(至) 2025/7/30
12

王辉
厦门大学台湾研究院厦门大学台湾研究院
(自) 2025/7/1
中国大陆经济高质量发展与台湾地区、日本经济的溢出效应和影响路径
(至) 2025/7/29
13

陳忠純

中國廈門大學臺灣研究院歷史研究所教授

(自) 2025/8/1
新形势下的日台关系
(至) 2025/8/31
14

张文生
厦门大学台湾研究院副院长、教授
(自) 2025/8/1
撰写及修改《台湾与祖国大陆关系史》日据及其他相关部分内容
(至) 2025/8/31
15

陈颖莹
厦门大学台湾研究院学生
(自) 2025/10/1
台湾留日作家的日本书写研究——以杨逵、吕赫若和吴新荣为中心的考察
(至) 2025/10/30
16

吳舒潔
廈門大學 臺灣研究院 両岸関係和平發展恊同創新中心副教授

(自) 2025/10/15
1930年代中國左翼文藝與國際共產主義運動關係研究
(至) 2025/11/15
17

張羽

廈門大學臺灣研究院、両岸関係和平發展恊同創新中心教授

(自) 2025/11/1
1980年代以来日本华文文学研究
(至) 2025/11/30
8．その他
（1）外部書庫解消に向けた国研蔵書（複本）の除籍
（計　　画）：外部書庫解消に向けて国研蔵書（複本）を除籍する。
（達成状況）：次の通り、国研蔵書（複本）を除籍した。
除籍図書数：和2,015冊　中国書4,068冊　洋書740冊　　計6,823冊
以　上
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